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都市型スポーツは黒船













この世界に、もっとスポーツを。
心身の健康を育み、人生を豊かにしてくれる「スポーツ」。

今、若年層を中心に、世界的なスポーツ離れが起こっています。

アーバンスポーツには、この流れを止め、好転させる大きなポテンシャルがあり、

その更なる普及は、スポーツ界全体に非常に大きな意味があると考えております。
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トラディショナルスポーツは、

オリンピックやプロを頂点としたヒエラルキーが確立されたスポーツ。

明確な目標があるというメリットの一方で、
階段を上るたびに、周囲の期待も大きくなり、スポーツを楽しめなくなってしまう側面も。

途中から
始めるのは

ハードルがある

競争から
抜け出た人は
やる場所を
探しにくい
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アーバンスポーツは、
パフォーマンスやエンターテインメントの延長から生まれたからこそ、

この構造の外にある

！

「フリースタイル」で
自分で技を考えて挑戦する

年齢・性別関係なく
同じ競技で夢中になれる

選手と観客が一体に
なって楽しめる

自分のライフスタイルとして
生涯に渡って楽しめる



外にあるからこそ、競技そのものに時代のニーズに合わせて変わっていく「自由さ」があり、
1人1人のライフスタイルに合わせた、「柔軟な楽しみ方」ができる。

言わば、アーバンスポーツは、

時代に合わせて、スポーツのあり方そのものを
アップデートしていくことが出来るもの。

だからこそ、飽きられることがないし、終わりもないし、
いつの時代にも、若者を惹きつけるパワーがある。そのパワーを一層引き出す大会を。
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URBAN
LEAGUE

「戦うこと」ではなく「スポーツの楽しさ」を「広げること」が目的の、

IOCが主催するアーバンスポーツの世界リーグ

新しいスポーツの在り方を示し、自由に楽しんでもらうための祭典。



URBAN LEAGUE 構想

「戦うこと」ではなく「広げること」を目的に、IOCが主催するアーバンスポーツの世界リーグ。

1.SINGAPORE

5.BRASIL

2.USA

3.FRANCE

4.SOUTH AFRICA

5つの地域分けと開催候補地
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America

3
URBAN LEAGUE

Europe
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South America
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大陸ごとに、年に１回（合計５回）の大会を開催。開催地は各都市持ち回り。



Performance ZONE
スポーツ×テクノロジーや、複数競技を

融合させたパフォーマンスなど、
スポーツの新たな可能性を示すショーゾーン。

BMX ・スケートボード・クライミングなど
王道競技のトップアスリートが参加し、
パフォーマンスを披露する競技ゾーン。

Athlete ZONE Experience ZONE 
親子も、シニアも、一人でも。
メジャーからマイナーまで様々な
アーバンスポーツの体験ゾーン。

大会は、3つのMAIN ZONEとサブステージで構成され、老若男女、誰でも楽しめるイベントに。
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FIG会長の行動
Action of FIG President

各国首脳との会談
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大会名 開催国
実質GDP成長率（％）

開催前年 開催年 開催後年
1964 東京 日本 10.4 9.5 6.2
1988 ソウル 韓国 12.5 11.9 7.0
1992 バルセロナ スペイン 2.5 0.9 ▲1.3
1996 アトランタ アメリカ 2.7 3.8 4.5

2000 シドニー オーストラ
リア

4.4 3.1 2.6

2004 アテネ ギリシア 5.8 5.1 0.6
2008 北京 中国 14.7 9.6 9.2
2012 ロンドン イギリス 1.5 1.5 2.1

五輪開催前後１年のGDP



大会名 開催国
実質GDP平均成長率（％）

開催前５年 開催年 開催後５年

1964 東京 日本 10.6 9.5 10.5
1988 ソウル 韓国 11.0 11.9 8.0
1992 バルセロナ スペイン 4.5 0.9 2.3
1996 アトランタ アメリカ 2.6 3.8 3.7

2000 シドニー
オーストラ
リア

4.1 3.1 3.4

2004 アテネ ギリシア 4.2 5.1 1.0
2008 北京 中国 11.8 9.6 9.0
2012 ロンドン イギリス 0.2 1.5 2.2

五輪開催前後5年のGDP



1兆３５００億円は投資

投資回収事業計画の策定



行政機関

教育機関

企業
メディア

2020オリンピック不況を回避する事業計画の策定



東京都試算 経済効果32兆円







スポーツの祭典からスポーツと産業の祭典へ



「2020東京オリンピック」をスポーツと産業の祭典に
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